
石
井
議
員
の
質
問

と
執
行
部
の
答
弁

市政についてのご意見ご要望をお聞かせ下さい。（電話 事務所６２－６２００ 森本宅６２－６０６１ 石井宅６２－４６６７）

田辺隆則議員◆国道313号のバイパスとして高屋町から芳井町にトンネルを計画しては ◆市長と企業人（社
長）との懇談会の開催を ◆若者等の雇用の場の創出のため企業誘致を

三宅康之議員◆協働のまちづくりについて ◆地球温暖化対策について ◆鳥獣被害防止特別措置法について
大滝文則議員◆改革について市長の視点を伺う ◆協働のまちづくりについて
森本典夫議員◆助産院の開設を真剣に検討しては ◆幼・小・中・市立高校の全教室に扇風機の設置と増設

を考えては ◆ごみ減量の目標を立て、分別徹底のち密な方針を提示しては ◆ハート・プラ
スマークの看板を必要個所へ設置（表示）しては ◆地球温暖化抑制に対する市としての具
体的な施策を示しては ◆都市照明などの点検を頻繁にすべきでは ◆ＡＥＤの設置個所のマッ
プを作成し、全戸に配布しては ◆限界集落に対する市の対策は ◆地震対策で
高齢者世帯らに家具類の転倒・落下による被害防止対策を

佐藤 豊議員◆協働のまちづくり市民推進室について ◆後期高齢者医療制度について ◆ＩＴ
を使った高齢者の見守りについて ◆介護予防・健康遊具の公園設置について
◆暫定税率が廃止された場合の本市への影響について

河合建志議員◆高梁市佐屋地区の井原市への行政区域の変更について ◆休校と休校でない学
校施設を利用する地区住民の扱いを平等公平に ◆（仮称）井原市寄附条例の制
定について

鳥越孝太郎議員◆道路特定財源と道路行政について ◆新・教育基本法に基づいた教育行政の推進状況につ
いて ◆伝統文化の保存・活用・発展について

石井敏夫議員◆４月から受給手続きが煩雑になる児童扶養手当の柔軟な対応を◆交通渋滞の解消を
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２００８年（平成２０年）井原市議会３月定例会での質問議員の項目

井
原
市
議
会
三
月
定
例
会
が
三
日
か
ら
十
七
日

ま
で
開
か
れ
、
新
年
度
の
予
算
な
ど
を
中
心
に
審

議
し
ま
し
た
。

こ
の
度
は
八
名
が
質
問
し
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
の
森
本
、
石
井
両
市
議
の
質
問
と
執
行
部
の
答

弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

質
問
＝
助
産
院
の
開
設

を
真
剣
に
検
討
し
て
は
。

そ
の
た
め
最
近
開
設
し

た
岩
手
県
遠
野
市
へ
視

察
に
行
っ
て
は
。

答
弁
＝
公
設
で
の
助
産

院
開
設
に
つ
い
て
、
現

時
点
で
は
考
え
て
な
い

が
、
大
変
興
味
の
あ
る

事
柄
な
の
で
、
遠
野
市

の
現
状
が
井
原
市
に
適

応
す
る
か
ど
う
か
目
で

見
、
生
の
声
を
聴
き
に

わ
た
く
し
自
身
視
察
に

行
き
た
い
。

森
本
議
員
の
質
問

と
執
行
部
の
答
弁

質
問
＝
幼
・
小
・
中
・

市
立
高
校
の
全
教
室
に

扇
風
機
の
設
置
と
増
設

を
。

質
問
＝
ご
み
減
量
の
年

度
別
目
標
を
立
て
、
分

別
徹
底
の
ち
密
な
方
針

提
示
を
。

住
民
や
事
業
所
に
対

す
る
啓
蒙
、
お
願
い
の

計
画
を
立
て
て
は
。

質
問
＝
必
要
個
所
に
ハ
ー

ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
の

表
示
を
。

質
問
＝
市
民
に
地
球
温

暖
化
抑
制
の
具
体
的
な

施
策
を
示
し
て
は
。

質
問
＝
頻
繁
に
都
市
照

明
の
点
検
を
し
て
、
不

点
灯
の
照
明
の
減
少
を
。

質
問
＝
限
界
集
落
に
対

す
る
市
の
対
策
は
。

答
弁
＝
今
後
各
学
校
の

実
情
を
聞
き
な
が
ら
、

備
品
の
整
備
の
中
で
扇

風
機
設
置
を
進
め
て
行

き
、
学
校
教
育
環
境
整

備
の
た
め
に
努
め
て
い

き
た
い
。

答
弁
＝
今
後
新
た
な
施

策
の
実
施
を
行
う
場
合

は
、
具
体
的
な
実
施
計

画
を
作
成
し
て
取
り
組

み
た
い
。

今
後
も
市
広
報
、
市

政
だ
よ
り
で
の
啓
発
、

各
地
域
で
の
説
明
会
等

で
周
知
徹
底
し
、
事
業

所
に
も
引
き
続
き
、
排

出
抑
制
や
分
別
の
徹
底

を
お
願
い
す
る
。

答
弁
＝
こ
れ
ま
で
に
ハ
ー

ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
を

設
置
し
た
施
設
は
１
１

１
施
設
中
６
施
設
で
、

こ
の
ほ
か
２
９
施
設
に

つ
い
て
は
早
急
に
対
応

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

答
弁
＝
市
民
と
と
も
に

温
暖
化
防
止
の
取
り
組

み
を
進
め
、
啓
発
を
徹

底
し
て
行
き
た
い
。
県

が
進
め
て
い
る
「
ア
ー

ス
キ
ー
パ
ー
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
会
員
の
募
集
」

と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
全
戸
に
配
り
、
会
員

の
加
入
を
推
進
し
た
い
。

答
弁
＝
今
後
、
委
員
会

内
で
検
討
し
迅
速
な
対

応
を
考
え
た
い
。

答
弁
＝
県
の
助
成
を
受

け
、
市
内
で
一
箇
所
モ

デ
ル
地
区
を
選
定
し
、

地
域
・
集
落
の
機
能
維

持
に
向
け
て
井
原
な
り

の
施
策
を
創
出
し
実
施

し
て
い
き
た
い
。

質
問
＝
四
月
か
ら
受
給

手
続
き
が
煩
雑
に
な
る

児
童
扶
養
手
当
の
柔
軟

な
対
応
を
。

質
問
＝
市
道
井
原
北
川

線
の
花
野
三
叉
路
の
交

通
渋
滞
の
改
善
を
。

答
弁
＝
制
度
の
支
給
手

続
き
や
必
要
な
書
類
等

は
国
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、
市
独
自
に
柔
軟
な

対
応
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

答
弁
＝
交
差
点
周
辺
の

地
権
者
の
協
力
が
得
ら

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
歩

行
者
の
安
全
性
を
考
慮

し
な
が
ら
交
差
点
改
良

計
画
を
検
討
し
た
い
。

信
号
機
の
時
間
差
の

是
正
や
セ
ン
サ
ー
の
機

能
に
つ
い
て
、
公
安
委

員
会
と
も
協
議
し
た
い
。

市役所前のここにもハー
ト・プラスマークを

市道井原北川線の花野三叉路



20年

６月９月12月３月６月10月12月３月６月９月12月３月

水野　忠範 ○ ○ ○ 3
内田美千子 ○ ○ ○ ○ 4
川上  武徳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
上田  勝義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
宮地  俊則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
佐藤  　豊 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12
大滝  文則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
上本  　昇

井口　  勇 ○ ○ ○ ○ ○ 5
森下  金三 ○ ○ ○ 3
田辺　隆則 ○ ○ 2
河合  建志 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9
鳥越 　 勇 ○ ○ ○ ○ 4
佐能  直樹 ○ ○ 2
三宅  康之 ○ 1
石井  敏夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12
谷本　仲弥 ○ ○ 2
猪原　保之 ○ ○ ○ ○ 4
鳥越孝太郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
川上 　 泉 ○ ○ ○ 3
志多木茂夫

高田  正弘 ○ 1
藤原  清和

森本  典夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12
藤原  正己

乘藤  俊紀 ○ 1

質問者合計 9 11 7 12 8 13 11 11 6 12 7 8

議   　    　　長

辞　　  職

議    長

井原市議会定例会
一般質問状況一覧

議 員 名
平成17年 平成18年 平成19年 発言

回数

２００８年(平成２０年)３月２０日 井 原 民 報（第１０７号） （２）

日本共産党井原市議団はみなさんの利益を守ることを第一に考え、市民こそ主人公の立場で奮闘します。

＊理科支援員の配置、少人数指導やチームティーチングに
よるきめ細かな指導のほか、学習支援員を増員。

＊４月１日より明治小学校と幼稚園、共和小学校と幼稚園
が歴史に幕を閉じる。明治、共和地区の子どもたちが安
心して通学できるよう、スクールバスの運行確保など、
万全を期す。

＊耐震化優先度調査結果に基づき、小学校では校舎（芳井、
大江、出部）３棟、体育館（青野）１棟。中学校では校
舎（美星）１棟、体育館（美星）１棟の計６棟の耐震診
断を実施する。

＊市民の学習の場に笑いを取り入れ、笑顔溢れ
るまちづくりに努める。

＊稲倉公民館敷地造成工事、各公民館に配備し
ているパソコンの更新など施設整備の充実を図る。

＊芳井中学校夜間照明の改修、陸上競技場鉄骨スタンド塗
装、野球場防球ネット新設の営繕工事並びに井原体育館
の耐震診断を行う。

＊文化財への保護意識の高揚を図り、郷土の歴史を学ぶ資
料として文化財マップ及び文化財紹介冊子を作成する。

＊田中美術館のエレベーターをリニューアルする。
＊新たにブックスタート事業を開始する。
＊「笑って健康、元気アップ事業」を展開する。
＊食育の推進を盛り込んだ新たな井原市健康増進計画「健
康井原２１」を作成する。

＊妊婦健康診査の５回までを助成し、特に第３子以降には
回数に関わらずすべてを助成する。新たに新生児、聴覚
検査に対する助成を実施する。

＊介護予防に重点を置いた施策を推進する中で、新たに要
介護・要支援認定のない６５歳以上の全市民を対象に、
生活機能評価の受診券を配布し、機能検査に取り組むと
ともに、高齢者の介護予防に対する意識の向上と実践に
努める。

＊現井原老人福祉センターでの（仮称）三地域三世代交
流館の建替え整備に着手し、２１年度末の完成を目指す。

＊学童保育については、新たに指導員確保のた
めの財政支援を行う。

＊星の郷青空市周辺の整備は、駐車場舗装工事
のほか特産館の建設に着手。

＊中山間地域に耕作放棄地が拡大しており、全
市的に空家も増加する傾向が見られるので、これらを有
効に活用するためにも、新たなホームページを開設して、
空家、空き農地の情報を全国発信する。

＊芳井地区で８９．７％、美星地区では７２．６％の世帯
が井原放送の利用が可能となった。平成２０年度中には
両地区の全世帯をカバーする工事を行う。

＊市民体育館や市民会館など公共施設利用の予約がインター
ネットでいつでもどこからでもできるようにする。

＊四季が丘団地の第２期分譲８４区画のうち１３区画を分
譲。全体では１２１区画となり、定住人口も３２０名に
達した。

＊平成１９年度の「協働のまちづくり市民推進室」は市内
１９箇所で開催。新年度も市内各地で開催する。

＊すべてに市民の人権が尊重され差別のない地域社会の実
現に努力する。

瀧本豊文市長が井原市議会３月定例会開会日に平成２０
年度の予算編成の基本方針と主要施策について所信表明
をしました。次に主要施策の一部をお知らせします。

請
願
・
陳
情
の
結
果

◆
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願
・
・
・
・
・
採
択

◆
原
油
価
格
高
騰
に
関
す
る
緊
急
対
策
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

・
・
・
・
不
採
択

◆
地
方
財
政
の
強
化
・
拡
充
及
び
財
政
健
全
化
法
の
施
行
に
あ
た
っ
て
地
方
自
治

原
則
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

・
・
・
・
・
採
択

◆
「
非
核
日
本
宣
言
」
の
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情

・
・
・
・
・
採
択

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
意
見
書
を
国
及
び
岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
宛
に
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

・
・
・
一
部
採
択

◆
井
原
新
商
店
街
協
同
組
合
の
土
地
・
建
物
を
井
原
市
が
買
い
上
げ
、
有
効
活
用

を
求
め
る
陳
情

・
・
・
・
不
採
択

井
原
市
議
会
は
左
の
二
名
の
委
員
の
任
命
と
選
任
の
同
意
を
し
ま
し
た
。

●
教
育
委
員
会
委
員
（
任
命

任
期
四
年
）

西
江
原
町

西
山

温
美

昭
和
２
９
年
生
ま
れ

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
（
選
任

任
期
三
年
）

芳
井
町

藤
井

章
道

昭
和
１
５
年
生
ま
れ


